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グラニュー糖と米粉を袋に入れ、混ぜ合わせる。
牛乳を鍋に入れて中火にかけ、鍋の周囲から煮立ってきたら火を止める。
ボールに卵黄と を入れて混ぜ合わせ、そこに を少しずつ加えて混ぜる。
鍋に を裏ごしして、中火にかける。焦げないようにかき混ぜる。
とろみが出て、中心からクリームが吹き上がるようになったら火から下ろす。
バットに入れて平らに伸ばし、粗熱が取れたら冷蔵庫などで冷やす。

を鍋に入れて強火にかけ、沸騰したら火から下ろす。
に米粉を入れて、ていねいに混ぜ合わせたら弱火にかける。生地にあまり

触れないで、生地を熱くする。
鍋を火から下ろし、濡れ布巾を敷くなどして、触れられるくらいまで鍋を冷
ます。
に溶いた卵を数回に分けて入れ、ゴムべらなどで練って生地の硬さを調整

する（へらから生地をたらした時に、大きな三角形ができる程度にする）。
クッキングシートを敷いた天板に、絞り袋で円の形になるように 回絞り、
さらにその上に、もう一度円の形になるように絞る（断面が、円が つ重
なったような形になる）。
の表面に溶き卵を塗り、生アーモンドのスライスをちらす。
で 分焼いてから、温度を に下げてさらに 分焼く。

焼き上がったら網に乗せて、粗熱を取る。

ホイップクリームを、氷で冷やしながら泡立てる（クリームがピンと立つよ
うになるまで）。
焼き上がった皮を、横から半分に切る。
カスタードクリームと苺を混ぜたものを、切った皮の下半分の中に塗り込ん
でいく。
その上に、ホイップクリームをしぼり出す（ 回、たっぷりと）。
フルーツを盛り付けていく。
で切った上半分を乗せて、粉砂糖をふりかけて出来上がり。

リングシュー とも呼ばれる
フランス産のお菓子パリ・ブレ
スト。彩りを考えて苺・キウ
イ・オレンジを使用しました。
成分的にグレープフルーツは使
わないようにして下さい。サク
サクの歯ごたえが命なので、で
きれば当日中に食べましょう。
一日経ったシュー生地は、
で 分焼くといいですよ！
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ニンニクには神がかり的な力があると古代から信じ
られてきましたが、実際に、現代では血圧降下や血小
板凝集阻害、血中コレステロールの阻害など、多くの
薬理作用があることが分かっています。
そんなニンニクですが、あの香りが苦手という方も

少なくありません。ニンニクに含まれるアリインは、
切ったりすりおろしたりすることで、酵素の作用によ
ってアリシンという物質に変化します。これがあの独
特の香りの原因です。つまり、香りを最大限に生かし
たければ、細かく刻む、すりおろす、つぶすなどし、
あまり香りは付けずに使いたい場合は切らずに丸いま
ま使うとよいのです。
アリシンという物質は、抗菌物質の一種。そのため

ニンニクには食品の保存性を高める機能があり、大腸
菌や赤痢菌、コレラ菌などに対しても抗菌効果がある
と言われています。
ニンニクを食べた後の臭いを消すには、パセリ、ミ

ントの茎、コーヒー豆が良いといわれています。食後
にこれらを使ったデザートやコーヒーを楽しめば、臭
い予防にもなって一石二鳥ですね。

ニンニク
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栄えあるブランドを支えて20余年
今なお募るスイカへの愛着

PROFILE
尾花沢市二藤袋

遠藤 利一 さん（54歳）
えん どう とし かず

■水稲300㌃・スイカ180㌃・ハウス抑制
スイカ10㌃を栽培
30代で始めた農業。スイカの繊細さ、ス
イカ農家の技術レベルの高さ、ブランド力
の凄さを体感し、今では苗作りも自ら手が
ける。尾花沢すいかがある限り、遠藤さん
の成長は止まらない。

―
農
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

30
代
で
就
農
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
を
や

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
前
も
ず
っ

と
田
ん
ぼ
を
手
伝
っ
て
い
た
の
で
、

い
ず
れ
は
継
ぐ
か
も
…
と
何
と
な

く
考
え
て
は
い
た
ん
で
す
け
ど
ね
。

最
初
は
田
ん
ぼ
だ
け
で
、
私
の
代

か
ら
減
反
を
利
用
し
て
ス
イ
カ
を

始
め
た
ん
で
す
。
兼
業
は
難
し
い

な
と
感
じ
た
の
で
専
業
に
切
り
替

え
た
の
が
、
も
う
20
年
以
上
前
。

当
時
は
近
所
に
ス
イ
カ
専
門
の
農

家
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
て
、
Ｊ
Ａ

の
営
農
指
導
員
か
ら
も
色
々
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

―
就
農
当
時
か
ら
の
気
持
ち
の
変

化
は
？

ス
イ
カ
作
り
は
私
の
代
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
、
最
初
は

失
敗
の
連
続
で
、
ス
イ
カ
と
い
う

作
物
の
繊
細
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
失
敗
が
あ

る
か
ら
こ
そ
現
在
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
で
は
、
人
に
頼
ん
で
い

た
苗
木
作
り
を
、
基
礎
か
ら
自
分

で
や
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
自
分

で
作
っ
た
苗
は
丈
夫
で
頼
も
し
い

感
じ
が
し
ま
す
よ
。
勉
強
す
る
こ

と
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
尾
花

沢
す
い
か
の
栽
培
技
術
は
す
ご
い

で
す
。
排
水
対
策
に
病
気
対
策
に
、

農
家
一
人
ひ
と
り
が
努
力
し
て
基

本
を
守
り
、
ブ
ラ
ン
ド
を
堅
持
し

て
い
ま
す
。
そ
の
努
力
が
誇
り
に

つ
な
が
っ
て
い
く
ん
で
す
よ
ね
。

―
印
象
深
い
出
来
事
は
？

抑
制
ス
イ
カ
を
テ
レ
ビ
で
紹
介

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
急
な

話
だ
っ
た
ん
で
す
が
、「
稲
刈
り

の
時
期
で
も
ス
イ
カ
が
食
べ
ら
れ

る
！
」
な
ん
て
宣
伝
さ
れ
て
、
糖

度
と
シ
ャ
リ
感
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

―
農
業
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
？

家
族
と
の
絆
は
、
と
て
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
日
曜
日
に
な
る

と
、
息
子
を
は
じ
め
み
ん
な
が
手

伝
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
父
親
も

「
も
う
や
め
る
」
と
言
い
つ
つ
今

も
協
力
し
て
く
れ
ま
す
し
(笑
)み

ん
な
で
一
緒
に
作
業
を
し
て
い
る

と
、
結
束
も
強
ま
り
ま
す
ね
。
何

か
あ
っ
た
場
合
や
大
変
な
と
き
な

ど
に
支
え
合
っ
て
い
け
る
、
そ
ん

な
頼
も
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
秋
に

は
、
一
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

親
戚
一
同
、
大
所
帯
で
温
泉
な
ど

に
出
か
け
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

―
農
業
の
魅
力
は
？

私
、
ス
イ
カ
栽
培
を
始
め
た
当

初
は
、
尾
花
沢
す
い
か
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
自
体
を
知
ら
な
か
っ
た
ん

で
す
。
で
も
す
ぐ
に
、「
こ
れ
は

す
ご
い
ブ
ラ
ン
ド
な
ん
だ
」
と
気

付
い
て
。
こ
れ
な
ら
食
べ
て
い
け

る
、
と
い
う
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
イ
カ
栽
培
は
基
本
的
に

天
候
と
の
闘
い
で
す
が
、
努
力
す

れ
ば
し
た
だ
け
の
見
返
り
が
あ
っ

て
、
そ
の
点
も
大
き
な
魅
力
で
す
。

尾
花
沢
す
い
か
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

を
支
え
て
い
る
一
人
で
あ
る
こ
と

を
、
今
は
と
て
も
誇
り
に
思
っ
て

い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

私
も
ベ
テ
ラ
ン
の
世
代
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
去
年
か
ら
部
会
の

役
員
に
な
っ
て
、
尾
花
沢
す
い
か

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
責
任

を
、
改
め
て
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
新
し
く
尾
花
沢
す
い
か
を
作
ろ

う
と
い
う
人
や
、
若
い
農
家
の
た

め
に
も
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
今
後

も
継
続
し
て
守
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
今
は
、
ど
ん
な
分
野
で
も

若
い
人
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
か

ら
、
若
い
農
家
と
な
れ
ば
な
お
さ

ら
大
切
に
し
た
い
で
す
。

タレント・食生活アドバイザー●岡村真純

今月の表紙

｢ ぼくのわたしのお母さん ｣

大石田町川前
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

齋 藤 学 さ ん（36歳）
さい とう まなぶ

晴 華 さ ん（35歳）
はる か

悠 く ん（８歳）
ゆう

大 翔 く ん（６歳）
ひろ と

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
３人そろって晴れ姿でパチリ！この日は小学校の入学式。悠く

んは３年生に進級し､大翔くんは新１年生です｡２人は前から”学
校ごっこ”で遊んでいて、大翔くんは今から｢テストが楽しみ｣と
話します。悠くんは教師になるのが将来の夢。スポーツも得意で、
長距離走の記録会に出場したこともあります。ドッヂボールが好
きな大翔くんは、いつも自分からボールを受け止めに行く勇まし
い性格。笑顔も仲のよさも全部100点満点の、花マル兄弟です。

お母さんからこどもたちへ
｢２人はびっくりするほど仲良し。お互いにない部分をカバー

して、兄弟で高め合っています。勉強のできるできないにはこだ
わらず、人に優しくできる男の子に育ってね♡｣
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６７

吉村美栄子県知事と当ＪＡ女性部は28日、本店
で意見交換会を開催。髙橋和子部長を始めとする代
表者6名が、後継者問題や農産物の6次産業化の課
題など、地域活性化策を主なテーマに知事と意見を
交わしました。吉村知事は、女性の力を活かす地域
活性化策「ウーマノミクス」を掲げており、1月か
ら県内全17ＪＡを回っています。

吉村知事と意見交換会

▼

参加した女性部メンバーが知事と記念撮影

▼

利用者にティッシュを配るＪＡ職員

｢国会決議を守れ！｣TPP反対街宣活動
環太平洋連携協定（ＴＰＰ）の危険性と国会決議

順守を訴えるため、ＪＡグループ山形は28日、統
一街宣活動を実施しました。当ＪＡも、㈱みちのく
サービス中央給油所、ＪＡグリーンごてん・おばな
ざわ、大石田営農センターの4ヵ所で、来店者など
にチラシやティッシュを配布して反ＴＰＰを呼びか
けました。

当ＪＡ信用部は4月4日、「目指せお客様満足度
No.1“愛されるＪＡへ”」をモットーに掲げ、信用事
業推進大会を開催。来賓の農林中央金庫山形支店・
山口祐治支店長は、「ＪＡの存在感を示し、組合員や
地域に貢献していることを示してほしい」と話しま
した。決意表明が行われ、年度末までに目標残高を
上回る実績となるよう、職員が一丸となって推進に
取り組むことを確認しました。

目標必達の誓いを立てる

▼

最後はガンバロー三唱で気勢を上げました
当ＪＡと山形県立北村山高等学校は4月21日、

同校の敷地内で交通安全教室を開催。当ＪＡ合併
20周年記念事業の一環として実施されました。プ
ロのスタントマンによる、実際の自転車や自動車を
用いた事故の再現は大迫力。高校生たちは、ユーモ
アを交えた司会に笑いながらも、事故の生々しい衝
突音には息を呑んでいました。

事故再現シーンで交通ルールを確認

▶
高
校
生
が
見
守
る
中
、

事
故
を
再
現

俺
た
ち
も
20
周
年
！

青
年
部
総
会
開
催

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
青
年
部
は
４

月
17
日
、
本
店
で
第
20
回
目
の
通
常

総
会
を
開
催
。
初
め
に
阿
部
憲
一
委

員
長
が
「
平
成
26
年
度
は
米
の
値
下

が
り
に
Ｊ
Ａ
改
革
と
、
激
動
と
試
練

の
年
だ
っ
た
。
私
た
ち
も
Ｊ
Ａ
の
こ

と
を
改
め
て
勉
強
し
、
ど
ん
ど
ん
発

言
し
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
来
賓
の
髙
谷
尚
市
組
合
長
が

「
Ｊ
Ａ
も
青
年
部
も
20
周
年
を
迎
え

た
。
私
た
ち
に
は
若
い
農
家
を
支
援

す
る
大
き
な
役
割
が
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
Ｊ
Ａ
運
営
に
参
画
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
役
員
改
選
で

は
、
新
委
員
長
と
し
て
星
川
祐
一
さ

ん
（
大
石
田
）、
副
委
員
長
に
伊
藤
均

さ
ん（
村
山
）と
大
山
智
和
さ
ん（
尾

花
沢
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。▼

ＪＡ青年の歌「君と」を斉唱する
新旧役員メンバー

良
質
の
肉
用
牛
生
産
を
め
ざ
し
て

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
肉
用
牛
部
会
は
４
月
22
日
、
第
16

回
通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
荻
野
雅
人
部
会
長
は
冒
頭

で
「
食
味
の
向
上
の
た
め
に
切
磋
琢
磨
し
、
消
費
者
ニ
ー

▼

荻野部会長によるあいさつ

今
年
も
お
い
し
い
米
づ
く
り
に
邁
進

大
石
田
米
生
産
部
会
は
４
月
13
日
、
大
石
田
営
農
セ
ン

タ
ー
で
第
６
回
通
常
総
代
会
を
開
き
ま
し
た
。
昨
年
度
の

「
山
形
の
米
日
本
一
推
進
運
動
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
え

▼

冒頭であいさつする伊藤強部会長

冬期間、売り場を移動していた大石田農産物直売
所「つなぎ」。4月19日に春のオープンを迎えまし
た。朝から生産者がウルイ、あさつき、ニラ、二十
日大根、ふきのとうなどを続々と持ち込み、お客さ
んも次々に来店。玉こんにゃくの振る舞いも行われ

待ってました 春のオープン

▼

準備のために生産者の皆さんが集合。いよいよ開店です

▼

目ぞろい会で果実の大きさをしっかり確認

今年も品質良好！加温ハウスさくらんぼ
村山地区で4月から出荷作業が行われている加温

ハウスさくらんぼ。12日の果実選果施設での目ぞ
ろい会では、出荷容器への詰め方などの説明が行わ
れました。主力商品の「佐藤錦」も、現在出荷ピー

ぬ
き
の
部
で
山
形
県
知

事
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
同
部
会
。
平
成
27
年

度
の
事
業
計
画
と
し
て
、

「
山
形
112
号
」
の
試
験

栽
培
を
行
う
こ
と
や
、

刈
り
取
り
時
期
の
目
安

に
す
る
た
め
の
積
算
温

度
計
を
地
区
内
に
４
ヵ

所
設
置
す
る
計
画
な
ど

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ズ
に
応
え
ら
れ
る
良
質

の
肉
用
牛
の
生
産
に
努

め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

平
成
27
年
度
の
事
業
計

画
と
し
て
、
第
20
回
目

の
節
目
を
迎
え
る
み
ち

の
く
村
山
牛
枝
肉
共
進

会
に
つ
い
て
、
研
修
会

や
講
習
会
を
行
い
飼
養

管
理
技
術
の
さ
ら
な
る

向
上
を
め
ざ
す
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

4月10日には共済事
業進発式を行った当ＪＡ
共済部。今年度も組合
員・利用者への生活総合
保障の普及推進と、地域
貢献活動に努めます。

ました。「つなぎ」の営業
時間は10月31日までは
午前9時半～午後5時半。
11月以降は午前10時か
ら午後4時までで、毎週水
曜が定休日です。

ク真っ最中。今年も市
場から好評を得ていま
す。出荷量は前年並み
を見込んでおり、作業
は5月下旬まで続く予
定です。



【楯
岡
事
務
所
】

◆
楯
岡
地
区

奥
山

賢
一
（
上
新
町
）

◎
小
関

幸
藏
（
下
新
町
）

鈴
木

正
治
（
二
日
町
）

伊
藤

眞
一
（
鶴
ヶ
町
）

笹
原

忠
市
（
北
町
）

○
髙
橋

勝
廣
（
湯
沢
）

佐
藤

昇
（
湯
沢
第
１
）

柴
崎

実
（
湯
沢
第
２
）

佐
々
木

進
（
北
楯
）

藤
橋

晃
（
南
楯
）

松
田

義
洋
（
北
馬
場
）

小
関

宏
（
南
馬
場
）

和
泉

昭
男
（
大
沢
川
）

石
川

征
男
（
上
笛
田
）

穐
田

義
一
（
中
笛
田
）

吉
岡

徹
（
下
笛
田
）

松
田

宜
修
（
南
荒
町
）

井
上

清
志
（
中
荒
町
）

矢
矧
喜
平
治
（
北
荒
町
）

◆
大
倉
地
区

齋
藤

敏
之
（
大
上
）

◎
坂
部
喜
代
美
（
林
崎
）

早
坂

進
（
金
谷
）
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▼

本店で委嘱状交付式(４/９)

鈴
木

正
（
行
川
）

鈴
木

勉
（
中
沢
）

○
齋
藤
美
智
男
（
新
山
）

【西
郷
事
務
所
】

結
城

元
（
碁
点
）

結
城

薫
（
浦
）

須
藤

良
一
（
中
条
）

柴
田

一
弥
（
宿
）

◎
柴
田

清
一
（
上
宿
）

清
野

房
夫
（
乙
宿
）

田
中

和
幸
（
中
組
）

井
上

敏
春
（
下
組
）

板
垣

正
洋
（
浮
沼
第
１
）

板
垣

清
（
浮
沼
第
２
）

板
垣

英
樹
（
道
六
）

板
垣

藤
男
（
名
取
第
１
）

板
垣

輝
夫
（
名
取
第
２
）

矢
萩

光
雄
（
中
原
）

○
齋
藤

正
志
（
清
水
）

太
田

幸
信
（
大
淀
）

佐
藤

啓
治
（
長
島
）

【袖
崎
事
務
所
】

鈴
木

洋
一
（
本
飯
田
第
１
）

鈴
木

信
一
（
本
飯
田
第
２
）

○
齊
藤

実
（
本
飯
田
第
３
東
）

永
岡

正
義
（
本
飯
田
第
３
西
）

齊
藤

照
夫
（
本
飯
田
第
４
）

松
田

長
美
（
本
飯
田
第
５
）

遠
藤

正
人
（
本
飯
田
第
６
）

佐
藤

民
雄
（
土
生
田
第
１
）

佐
藤

俊
直
（
土
生
田
第
２
）

小
室

弘
之
（
土
生
田
第
３
）

八
鍬

慎
一
（
土
生
田
第
４
）

◎
東
海
林

誠
（
土
生
田
第
５
）

小
室

廣
（
土
生
田
第
６
）

秋
田

充
（
土
生
田
第
７
）

武
田

肇
（
高
玉
）

矢
作

信
昭
（
赤
石
）

加
藤

哲
夫
（
五
十
沢
）

【葉
山
事
務
所
】

保
科

要
一
（
楯
下
釜
）

芦
野

聴
（
西
口
）

◎
井
上

朝
元
（
上
宿
）

小
山

雄
一
（
新
宿
）

松
田
賀
津
則
（
下
宿
）

菊
地

正
敏
（
平
野
）

菊
地

和
幸
（
北
口
）

保
科

浩
一
（
水
南
）

朝
烏

廣
行
（
東
）

門
脇

永
和
（
門
前
）

奥
山

勝
美
（
河
原
前
）

髙
谷

秀
麿
（
下
原
）

井
澤

實
（
上
原
）

海
老
名
富
治
（
楯
）

佐
藤
正
二
郎
（
宝
）

布
宮

憲
哉
（
天
神
）

藤
田

正
志
（
上
久
保
）

古
原

章
司
（
下
久
保
）

渡
辺

啓
治
（
下
小
路
）

鈴
木

正
雄
（
矢
木
沢
）

後
藤
千
賀
志
（
山
際
）

髙
橋

光
義
（
中
ノ
目
）

○
鈴
木

孝
男
（
下
荒
敷
）

大
沼

貞
治
（
上
荒
敷
）

宮
林

徹
（
北
山
）

青
木

勝
一
（
上
ノ
宿
）

松
田

晃
（
巾
木
田
）

飛
田

文
雄
（
上
仲
宿
）

松
田

隆
（
下
仲
宿
）

阿
部

錦
一
（
新
田
）

【大
高
根
事
務
所
】

高
橋

権
一
（
上
深
沢
大
林
）

◎
黒
沼

権
弥
（
下
深
沢
）

石
川

幸
一
（
道
田
）

髙
橋

利
男
（
楯
）

石
沢

宗
雄
（
外
宿
）

工
藤

憲
忠
（
平
林
）

石
澤

誠
吉
（
上
中
原
）

石
澤

邦
男
（
下
中
原
）

工
藤

秀
昭
（
里
）

齋
藤

茂
弥
（
森
）

大
場

謙
一
（
小
滝
）

後
藤

繁
（
境
ノ
目
）

笠
原

利
春
（
中
山
大
谷
地
）

黒
沼

洋
昭
（
新
西
）

○
黒
沼

勝
利
（
下
小
屋
）

井
上

好
弘
（
大
石
）

井
上

貴
博
（
大
鳥
居
）

【戸
沢
事
務
所
】

笹
原

正
義
（
本
郷
）

笹
原

芳
（
水
口
）

齋
藤

真
栄
（
松
倉
）

松
田

常
夫
（
須
摩
）

卯
野

久
悦
（
樽
石
北
）

笹
原

茂
規
（
日
影
）

太
田

一
男
（
稲
下
北
部
）

◎
井
澤

勉
（
稲
下
中
部
）

佐
藤

利
吉
（
稲
下
南
部
）

井
澤

勝
家
（
稲
下
東
部
）

髙
橋

雄
一
（
反
田
）

川
越

政
一
（
沖
）

○
髙
橋

範
夫
（
驚
滝
）

奥
山

良
策
（
船
橋
）

花
烏
賊

昇
（
共
栄
）

齋
藤

實
（
土
海
在
家
）

金
子

運
作
（
北
畑
）

保
科

和
廣
（
弓
田
）

中
里

邦
男
（
新
町
）

石
川

孝
一
（
新
田
）

矢
萩

清
太
（
宮
下
第
１
）

細
谷

吉
春
（
宮
下
第
２
）

【尾
花
沢
支
店
】

鈴
木

敏
正
（
上
町
１
）

小
埜

勝
雄
（
上
町
２
）

○
大
類
喜
久
雄
（
上
町
３
）

間
宮

清
（
上
町
４
）

安
井

勝
美
（
上
町
５
）

鈴
木

明
（
梺
町
１
）

笹
原

哲
（
梺
町
２
）

矢
野

強
志
（
梺
町
３
）

加
藤

一
志
（
横
町
１
）

沼
沢

滋
（
横
町
２
）

佐
藤

惣
一
（
北
町
）

高
橋

健
（
荒
楯
）

大
類

伸
一
（
新
町
５
）

斉
藤

強
志
（
朧
気
）

大
山

勝
治
（
二
藤
袋
１
）

大
山

守
（
二
藤
袋
２
）

◎
堀
井

純
一
（
二
藤
袋
３
）

柴
田

孝
一
（
二
藤
袋
開
拓
１
）

今
野

五
郎
（
二
藤
袋
開
拓
２
）

大
類

金
弥
（
田
沢
）

佐
藤

幸
志
（
牛
房
野
１
）

佐
藤

信
彦
（
牛
房
野
２
）

志
村

達
夫
（
牛
房
野
３
）

佐
藤

裕
文
（
牛
房
野
４
）

高
橋

良
一
（
横
内
）

石
塚

良
一
（
五
十
沢
）

菅
野

豊
（
和
合
）

【福
原
事
務
所
】

榎
本

信
次
（
荻
袋
１
）

戸
津

良
一
（
荻
袋
２
）

田
中

末
蔵
（
荻
袋
３
）

榎
本

淳
志
（
荻
袋
４
）

伊
勢
村
孝
之
（
荻
袋
開
拓
１
）

○
戸
津

茂
光
（
荻
袋
開
拓
２
）

◎
渡
辺

精
一
（
寺
内
１
）

押
切

浩
明
（
寺
内
２
）

奥
山

啓
二
（
寺
内
３
）

菅
野

廣
作
（
西
原
１
）

広
瀬

秀
宣
（
西
原
２
）

東
海
林
富
弥
（
南
沢
１
）

東
海
林
伸
治
（
南
沢
２
）

小
松

良
雄
（
野
黒
沢
１
）

三
浦

政
博
（
野
黒
沢
２
）

大
類
喜
美
男
（
芦
沢
１
）

東
海
林

正
（
芦
沢
２
）

矢
作

晴
義
（
小
山
開
拓
）

工
藤

誠
（
芦
沢
駅
前
）

神
保

玲
（
大
海
平
）

石
川

良
子
（
名
木
沢
１
）

石
川

弘
（
名
木
沢
２
）

大
類

栄
次
（
名
木
沢
３
）

国
分

孝
一
（
名
木
沢
４
）

工
藤

弘
志
（
西
野
々
）

阿
部

淳
（
毒
沢
）

【宮
沢
事
務
所
】

○
押
切

喜
和
（
上
の
宿
）

高
橋

利
政
（
正
厳
１

－

１
）

菅
藤

成
夫
（
正
厳
１

－

２
）

堀
江

政
利
（
正
厳
２
）

加
賀

利
貞
（
正
厳
３
）

早
坂

智
明
（
丹
生
１
）

本
間
長
三
郎
（
丹
生
２
）

◎
加
藤

明
博
（
丹
生
３
）

堀
江

三
利
（
安
久
戸
）

井
上

節
夫
（
玉
野
原
）

◆
押
切
出
張
所

三
浦

秀
一
（
中
島
）

森
山

積
（
押
切
）

山
口

和
徳
（
高
橋
）

大
貫

清
美
（
中
刈
）

石
山

忠
芳
（
矢
越
）

◎
柴
崎

盛
雄
（
関
谷
）

○
押
切

拓
己
（
市
野
々
）

押
切

征
一
（
岩
谷
沢
）

三
浦

義
一
（
行
沢
）

【玉
野
事
務
所
】

○
鎌
田

浩
美
（
下
原
田
）

菅
野

四
朗
（
北
郷
）

菅
野
他
美
雄
（
坂
本
）

髙
橋

昭
（
鶴
巻
田
）

折
原

政
美
（
鶴
巻
田
）

◎
落
合

正
男
（
母
袋
）

西
塚

咲
男
（
粟
生
）

柳
元

武
夫
（
下
柳
）

柳
橋

仁
（
寺
町
）

田
村

春
陽
（
上
原
田
）

木
戸

健
悦
（
銀
山
）

【常
盤
事
務
所
】

○
柏
倉

孝
範
（
三
日
町
）

◎
鈴
木
敬
次
郎
（
九
日
町
１
）

菅
藤

守
（
九
日
町
２
）

久
保
清
次
郎
（
袖
原
）

上
野

文
彦
（
荒
町
）

五
十
嵐
清
治
（
古
殿
１
）

五
十
嵐
昭
一
（
古
殿
２
）

古
瀬

義
信
（
畑
沢
１
）

古
瀬
憲
一
郎
（
畑
沢
２
）

斉
藤
喜
久
男
（
細
野
１
）

五
十
嵐
清
悦
（
細
野
２
）

草
刈

武
（
六
沢
１
）

柴
崎

志
一
（
六
沢
２
）

本
間

政
人
（
鶴
子
１
）

伊
藤

勝
夫
（
滝
ノ
上
）

大
類

庄
栄
（
中
里
）

西
塚
カ
ネ
子
（
鶴
子
３
）

小
松

俊
和
（
市
野
々
）

大
類

敦
志
（
紅
内
）

【大
石
田
支
店
】

桐
原

完
司
（
今
宿
）

秋
葉

浩
（
新
町
・
川
端
）

間
宮

良
一
（
四
日
町
）

○
伊
藤

強
（
東
町
）

羽
賀

豊
明
（
上
ノ
原
）

今
田

榮
夫
（
井
出
）

伊
藤

茂
（
曙
町
）

高
橋

金
雄
（
上
宿
）

奥
山

宏
（
下
宿
・
黒
滝
）

奥
山

政
雄
（
上
ノ
原
）

大
内

修
（
坂
ノ
上
）

飛
渡

保
春
（
来
迎
寺
）

○
奥
山

謙
一
（
里
）

大
場

茂
（
田
沢
上
）

井
上

和
巳
（
田
沢
下
）

髙
橋

謙
悦
（
小
菅
）

児
玉

勝
（
新
山
寺
）

柏
倉

孝
志
（
豊
田
）

齋
藤

博
美
（
川
前
）

○
青
木

忠
弘
（
大
浦
）

鑓
水

武
（
白
鷲
）

海
藤

義
則
（
次
年
子
）

佐
藤

博
（
岩
ケ
袋
）

齋
藤

松
吉
（
上
ノ
台
）

工
藤

薫
（
海
谷
）

◎
三
浦

清
孝
（
鷹
巣
１
）

佐
々
木
正
志
（
鷹
巣
２
）

石
山

吉
信
（
鷹
巣
３
）

海
藤

雅
彦
（
駒
籠
）

〈村山〉〈村山〉

▼

営農センターで委嘱状交付式(4/16）
▼

大石田町福祉会館で農事実
行組合長連合会総会(4/10）

〈尾花沢〉〈尾花沢〉

〈大石田〉〈大石田〉

平成27年度の農事実行組合長260人が決まりました。敬称は省略させていただきます。◎は代表者、○は副代表者、
（ ）内は農事実行組合名です。
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浩気さんと胡桃さんの長女の桃花ちゃん。好奇心に任
せてよく動き回る､お母さんいわく｢とにかく､ちょんど
してらんね｣女の子です｡ケータイもティッシュペーパー
も口に持っていくので、最近は口に入れても大丈夫なお
もちゃを買ってあげて家族もひと安心。でも、甘えんぼ
の桃花ちゃんは一人になるとすぐ泣いちゃうので、やっ
ぱり目が離せません｡チャームポイントは､はっとするほ
ど黒目がちなその瞳。鏡やガラスに自分の姿が映ると興
味しんしんで見つめている姿は、さすが女の子ですね。

◆お母さんから、桃花ちゃんへ
「桃のように可愛く、花のように美しく…と願いを込
めて名前をつけました。みんなに愛されて優しい女の
子に育ってね♡」

村山市名取村山市名取

斎 藤 桃 花 ちゃん（８か月）斎 藤 桃 花 ちゃん（８か月）
さいさい とうとう もももも かか

ひろ き くるみ

塗装が得意で、絵も好きだという
有路さん。一個一個形が違う瓢箪
(ひょうたん)の実は､そのインスピレ
ーションを刺激し続けています。巨
大な瓢箪を収穫し、描き込むのは色
鮮やかな七福神や風神雷神。曲がっ
たものでも、有路さんの手にかかれ
ば縁起物の鶴に早変わりです。「完
成品は､品評会向けや贈答用に使い
ます｡今まで友人や施設など50～60
件は贈ったかな？｣と有路さん｡その
作品は､今もさまざまな場所に飾ら
れています。瓢(ふくべ)とも呼ばれ､
福を招くとされる瓢箪｡有路さんの
作品をどこかで見かけたら､その日
はきっといいことがあるかも!?

尾花沢市延沢尾花沢市延沢

有 路 重 夫 さん(78歳)有 路 重 夫 さん(78歳)
ありあり じじ しげしげ おお



サ ツ キ タ ヒ チ

バ ク ロ ナ ヤ

ア メ グ ラ タ ン

イ ホ ハ バ ポ

サ イ オ ウ カ ン

イ ズ ス キ マ

カ ミ ン ミ ド リ

〔ハガキ記入例〕

目
丁
一

町
北
岡
楯
市
山
村

番

号

山
村
く
の
ち
み

係

報

広

行

え答

話電

業
職

齢
年

名
氏

所
住

号番便郵

号番

な近身るす関にマーテ
や

題話

いあれふ
を望要ご

・見意ごのへ 。すましい願お

月
号
の
解
答 で

す
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

え答

話電

業
職

齢
年

名
氏

所
住

号番便郵

号番

な近身るす関にマーテ
や

題話

いあれふ
を望要ご

・見意ごのへ 。すましい願お

目
丁
一

町
北
岡
楯
市
山
村

番

号

山
村
く
の
ち
み

係

報

広

行

広

クロスワードを解いて、 の二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

応募のきまり
〔ハガキ記入例〕を参考に記入して下さい。 人につき 枚有効です。
みちのくぼいすの 今月のテーマ の話題や、本誌へのご意見・ご要望
をお寄せ下さい。なお、紙面のスペースの都合上、一部のハガキや文
章の内容を割愛することがあります（みちのくぼいすに掲載されない
場合でも、クロスワードパズルの応募対象者となります）。
送り先
ハガキ………上記〔ハガキ記入例〕をご参照下さい。
電子メール… ＠

………
応募締め切り 月 日（火） 当日消印有効
発 表
ふれあい 月号誌上にて行います。あらかじめご了承下さい。
クロスワードパズル正解者の方の中から抽選で 名と、みちのくぼい
すの 今月のテーマ大賞 の方 名に、図書カードをプレゼントします。

月
号
の
答
え
は

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

で
し
た
。

パ
ズ
ル
正
解
者
の
中
か
ら
厳
正
な

抽
選
の
結
果
、
左
記
の

名
の
方
が

当
選
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

草
刈

清
子
さ
ん（
村
山
市
楯
岡
馬
場
）

渡
辺
い
く
よ
さ
ん（
村
山
市
岩
野
）

矢
萩
ふ
み
子
さ
ん（
村
山
市
名
取
）

石
川

利
信
さ
ん（
尾
花
沢
市
梺
町
）

落
合
喜
久
男
さ
ん（
尾
花
沢
市
寺
内
）

月 日は──の記念日
にょろりと長い胴を持つ小動物
男女が出会った途端に落ちる
ことも
関東では養殖のブリ、関西で
は若いブリをこう呼びます
易者が占いに使う細い棒
傘を忘れたので軒先を借りて…
ライオンのことです。
まつげに塗る化粧品
割、分、厘のさらに下
現在を挟んで過去とは反対側
みそ汁によく入れられる海藻
──に就いて、用意、ドン！
──詰め ガラス──
ビール──

【全体運】好奇心を大切にしたい時期。興
味を引かれる分野にチャレンジを。知人
のメールで好情報をキャッチすることも

日本では水洗化が進んでいます
足袋に付いている金具
方位磁針の 極が指す方角
はっきりしない──模糊（も
こ）とした状態
──海流とも呼ばれる親潮
月の第 日曜日は──の日

です
漢字で書くと軍鶏 ニワトリ
の一種です
すずりですります
アンデルセンやグリム兄弟が
著したもの
ごまなどを油をひかずに加熱
すること
梅雨時は食物や浴室に生えや
すくなります
レイシともいわれる果物
ワタの種子から取った繊維
あるいはそれで織った布

き
な
お
菓
子
は
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
で
す
。
子
供
が
小

さ
い
頃
か
ら
作
り
始
め
て
、
今
は
、
離
れ
て
い
る
娘
に
、

贈
り
物
と
い
っ
し
ょ
に
箱
に
つ
め
ま
す
。
ど
ん
な
ド
ラ
イ
フ

ル
ー
ツ
も
合
う
し
、
今
年
は
干
し
柿
を
刻
ん
で
ト
ラ
イ
し
て

み
ま
し
た
。
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
ヨ
。

（
村
山
市

歳
自
営
業
）

東
で
暮
ら
し
て
い
る
娘
が
帰
省
す
る
と
き
に
、必
ず
お

土
産
に

と
持
っ
て
く
る
も
の
。
そ
れ
は
大
き
な
キ
ン

ツ
バ
で
す
。い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
村
山
市

歳
）

月
に
な
る
と
、
か
し
わ
餅
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で

す

（
村
山
市

歳
）

り
ん
と
う
や
紅
花
せ
ん
べ
い
に
お
茶
が
あ
れ
ば
最
高
…

食
べ
始
め
る
と
止
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。

（
村
山
市

歳
自
営
業
）

な
お
菓
子
…
や
は
り
ケ
ー
キ
で
し
ょ

う
！
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
の
綺
麗
な
ケ
ー
キ

は
見
て
る
だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
ね
。
子
供
の
バ
ー

ス
デ
イ
ケ
ー
キ
は
子
供
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔
も

楽
し
め
る
か
ら
一
番
好
き
か
な
。（村

山
市

歳
主
婦
）

誕
生
日
、
結
婚
記
念
日
、
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
が

あ
っ
た
日
、
一
年
に
一
度
大
好
物
が
食
べ
ら
れ
る
日
、

な
ど
な
ど
…
。
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
の

祝
日
・
記
念
日

を
教
え
て
下

さ
い
。
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

く
買
う
の
は
菓
子
パ
ン
で
す
ね
。
休
み
の
時
は
菓
子
パ

ン
と
コ
ー
ヒ
ー
で
ひ
と
休
み
。
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。

孫
た
ち
が
部
活
で

腹
へ
っ
た
ー
！

と
帰
っ
て
き
た
時
も
、

ほ
ら
よ
。
と
夕
飯
前
に
食
べ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
今
は

み
ん
な
社
会
人
に
な
り
、
帰
り
も
遅
く
て
…
。
主
人
と

人

で
食
べ
て
い
ま
す
。

（
村
山
市

歳
主
婦
）

達
の
時
代
の
お
菓
子
と
言
え
ば
、
手
作
り
の
ふ
か
し
菓

子
で
し
た
。
ほ
し
ぶ
ど
う
な
ど
を
上
に
乗
っ
け
て
、
ふ

か
し
た
も
の
で
す
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。
今
の
菓
子
は

ち
ょ
っ
と
私
達
に
と
っ
て
は
甘
す
ぎ
て
、
た
く
さ
ん
食
べ
ら

れ
な
い
か
ら
ね
。

（
村
山
市

歳
主
婦
）

き
な
お
菓
子
は
く
じ
ら
も
ち
で
す
。
今
で
は
お
菓
子

屋
さ
ん
で
購
入
し
て
い
ま
す
が
、
少
し
前
ま
で
は
手
作

り
で
、
く
る
み
を
割
っ
て
入
れ
た
り
し
た
く
じ
ら
も
ち
。
出

来
た
て
よ
り
も
、
硬
く
な
っ
た
も
の
を
あ
ぶ
っ
て
食
べ
る
の

が
大
好
き
で
す
。

（
村
山
市

歳
会
社
員
）

で
見
て
楽
し
い
、
食
べ
て
お
い
し
い
桜
餅
と
、
い
ち
ご

大
福
が
好
き
で
す
。
春
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。

（
尾
花
沢
市

歳
会
社
員
）

夏
秋
冬
、
季
節
を
感
じ
取
れ
る
お
菓
子
が
大
好
き
で
す
。

今
は
…
だ
ん
ご
で
す
ね（
笑
）桜
が
咲
い
て
、
花
見
を
し

よ
う
と
思
う
と
、
だ
ん
ご
が
食
べ
た
く
な
る
の
は
な
ぜ
で
し

ょ
う
ね
。

（
村
山
市
自
営
業

歳
）

の
好
き
な
菓
子
は
何
だ
ろ
う
？
と
改
め
て
考
え
て
み
ま

し
た
。
何
才
に
な
っ
て
も

ケ
ー
キ

だ
ろ
う
な
あ
。

特
に
、
私
は
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
が
大
好
き
で
す
。
し
っ
と
り
と

し
て
、
ま
ろ
や
か
な
甘
さ
ひ
か
え
め
の
ケ
ー
キ
！
今
、
食
べ

た
い
な
あ
。

（
尾
花
沢
市

歳
）

達
も
年
老
い
た
の
で
、
リ
ン
ゴ
の
木
を

本（
半
分
）切

り
倒
し
ま
し
た
。
何
だ
か
あ
り
が
と
う
と
か
わ
い
そ

う
、
気
の
毒
な
気
持
ち
で
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。

（
村
山
市

歳
）

が
家
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
も
だ
い
ぶ
ふ
く
ら
み
、
春
の
訪
れ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
村
山
市
女
性
）

歳
に
な
り
ま
し
た
け
ど
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
が
大

好
き
で
す
。

（
尾
花
沢
市

歳
）

が
好
き

に
出
る
若
い
方
の
、
前
向
き
な
姿
勢
に
大
き

な
声
援
を
送
り
た
い
。
息
長
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
村
山
市

歳
）

よ
い
よ
春
本
番
、
農
家
も
忙
し
く
な
り
ま
す
。
健
康
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
働
く
の
が
生
き
が
い
で
す
。

（
村
山
市

歳
）

前
、

女
性
部
の
班
長
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
気
付

い
た
ん
で
す
が
、

女
性
部
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い

る
し
、
女
性
パ
ワ
ー
に
も
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
尾
花
沢
市

歳
主
婦
）

う
少
し
で

歳
に
な
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い

の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
、今
回
初
め
て
解
け
ま
し
た
。答
え
が

合
っ
て
い
る
か
、
来
月
楽
し
み
で
す
。（
村
山
市

歳
農
業
）

ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
、
勉
強
の
た
め
毎
月
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
お
り
ま
す
。

（
村
山
市

歳
農
業
）

好

好

土

よ私好目

い以もク

【全体運】リラックスでき、落ち着いて行
動できる カ月。任された仕事を完璧に
こなし、周りから一目置かれそうです

【全体運】前向きになれるはず。やってみ
たいことを始めれば、すんなり上達でき
そう。温めていたプランの実行も大賛成

【全体運】縁の下の力持ち的な役割も笑顔
で取り組み、サービス精神を発揮しまし
ょう。一気に人気者になれる可能性大

【全体運】習い事を始めたり、新しい趣味
を持ったり、行動範囲を広げるチャンス
です。外出先で良縁に出合える予感も

【全体運】腰が重くなり、いろいろ面倒に
なりやすいかも。約束をドタキャンしな
いよう注意を。気晴らしには散歩が

【全体運】思い切ってアクションを起こす
ことで、新たな扉が開かれます。意欲的
に！遠出の旅行やドライブにも幸運が

【全体運】考え過ぎてしまう傾向がチラリ。
もっと気楽に構えて。全身マッサージを
すると、気持ちを落ち着かせる効果が

【全体運】あれこれ迷ってしまう気配。優
柔不断になりやすいので、信頼できる人
の助言を参考に。気分転換には観劇が吉

【全体運】細部に目が行きやすく、文句が
多くなるかも。感謝の心を忘れずに。自
然豊かな場所に出掛け、リフレッシュを

【全体運】レジャー運が盛り上がります。
親しい友人たちとにぎやかに楽しんで。
バーベキューやハイキングもお勧めです

【全体運】うっかりミスが増える暗示。慣
れた作業でも確認を徹底しましょう。日
記を読み返すと運気好転のきっかけに

関か

私

我

春私



第 回通常総代会の様子

実施時期 平成 年 月平日（春休み期間）
旅行代金 円 最少催行人員 名様
定期積金お申込みで、とってもお得な 円割引

積立方法・回数について詳しくは スタッフにお問い合わせ下さい。

平成 年度 みちのく村山職員募集要領

お気軽にご相談下さい。
日時 月 日（金） 午前 時 午後 時

月 日（土） 午前 時 午後 時
場所 各支店

平成 年度 みちのく村山職員募集要領

相談ご希望の方は、お気軽に 月
日（月）まで本店管理部総務課（

）へお申し込み下さい。相談日時
など詳細については後日直接本人にご
連絡いたします。相談は無料です。

第 回理事会が 月 日に開催。主な議案
と内容は次のとおりです。

第 号 平成 年度資産査定結果と貸倒引当
金繰入について

第 号 平成 年度事業損益計算書、剰余金
処分（案）について

第 号 第 回通常総代会開催日程及び付議
案件について

第 号 連結財務諸表作成にかかる連結の範
囲について

第 号 不良債権の処理方針について
追加議案 決算賞与の支給について

経過報告および行事予定について
主要勘定・安全性の指標について
平成 年度財務諸表等監査（期末監査 ）の
実施について
平成 年度組合員の加入脱退について
苦情処理定期報告について
自主検査の実施・改善状況報告について
東部すいか選果施設再編整備工事入札結果
について
米穀周年供給・需要拡大支援事業 への

当面の対応について
大口信用供与先の経営状況等について
貸出金延滞債権・経済未収金固定化債権支
店別明細について
余裕金の運用状況について

の稼働状況について
月連休中の ご利用日について
平成 年度 みちのくサービスの事業決算
書について

月 日（金） 日（土）
たくさんの催し物を準備して、ご来場をお待ちしています。

大高根・村山中央・碁点・大石田中央
月 日（土） 午前 時 午後 時
月 日（日） 午前 時 午後 時

尾花沢中央
月 日（金） 日（日） 午前 時 午後 時

福原
月 日（金） 日（日） 午前 時 午後 時

尾花沢農機車両センター
月 日（土） 日（日） 午前 時 午後 時

ガソリン値引きやタイヤなどの特価セールを行います。

開催日時 月 日（土）・ 日（日） 午前 時 午後 時
開催場所 尾花沢営農センター 階
成人式撮影会の予約も受け付けます。
撮影日 月 日（火）・ 日（水）
料 金 円（ 名様限定）
場 所 尾花沢営農センター 階（詳細は へ）

経営所得安定対策等交付金交付申請が始まって
います。
新規加入予定の方は忘れずに申請をしましょう。

村山市地域農業再生協議会（ 月中下旬ごろから）
尾花沢市農業再生協議会（ 月 日より始まっ
ています）
大石田町農業再生協議会（ 月下旬ごろから）

村山市地域農業再生協議会
尾花沢市農業再生協議会
大石田町農業再生協議会
村山営農センターまたは村山地区各事務所
尾花沢営農センターまたは尾花沢地区各事務所
大石田営農センター

．募集職種 総合職
．採用予定人員 若干名
．応募資格
大学、短大（農業大学校含む）の卒業者（平成 年
月卒業予定者含む）
自宅から通勤可能な方
．応募方法
応募書類
自筆による受験願書兼履歴書（ みちのく村山
独自の様式を使用します。用紙については の
本店に備えています。また、当 のホームペー
ジよりダウンロードできます。）
学業成績証明書
卒業または卒業見込証明書（成績証明書と同一証
明の場合は省略可）
写真 枚（ 枚は履歴書に添付、もう 枚は受験
票に添付用）
最近 ヵ月以内に写した上半身 縦 横
各種免許、資格を有する方は、その証明書の写し

応募受付期間
平成 年 月 日（月） 月 日（水）【必着】
書類提出先

山形県村山市楯岡北町一丁目 番 号
みちのく村山 管理部人事教育課 宛

郵便で応募書類を提出するときは、封筒の表に 職
員採用応募書類在中 と朱記して下さい。

．選考方法
第 次試験
試験日 平成 年 月 日（土）

午前 時 分から受付（予定）

試験科目 総合適性検査（能力検査、性格検査）・
小論文
試験会場 山形市東古舘 番地「協同の杜」
研修所
応募者多数の場合は、第 次試験の前に書類選考
を行う場合があります。

第 次試験 第 次試験の結果を踏まえ、後日、
みちのく村山本店にて面接試験を実施します。ま
た、面接試験日等は、第 次試験合格者に直接連絡
いたします。

．待遇等
採用時期 平成 年 月 日
処遇 正職員
ヵ月間の試用期間有（給与条件等変更無）
勤務場所 みちのく村山管内（村山市・尾花沢
市・大石田町）
給与等 当組合給与規程の定めるところによります。
健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険等加入い
たします。
．その他
採用決定通知、その他の通知は、直接本人におこな
います。
年齢制限については、卒業後概ね 年以内とし、新
規学卒者と併せて同一募集枠で募集します。
提出していただきました書類は、採用業務に関して
のみ利用いたします。なお、提出書類につきまして
は、返却いたしませんのでご了承ください。
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